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要 約 

本研究は，段階的弾性圧迫ストッキング (Graded elastic compression stocking: ECST)の着用が歩行中の下腿血液

量・筋活動および主観的運動強度に与える影響を明らかにすることを目的とした．成人男性8 名が，ECSTを着用する

条件 (ECST 条件)と段階的な圧迫のないストッキングを着用する条件 (CONST 条件)で，30 分間の歩行課題および立

位安静課題を行った．近赤外分光装置を用いて，課題遂行時の腓腹筋内側頭およびヒラメ筋の総ヘモグロビン量 

(THb)を測定した．同時に，両筋の筋活動および主観的運動強度も記録した．歩行中および立位安静時の両筋の

THbは，CONST条件と比較してECST条件において有意に低下したが，そのTHbの低下量は歩行時と安静時で同程

度であった．歩行中の平均筋電位および主観的運動強度は，CONST と ECST 条件との間に有意な差はみられなかっ

た．これらの結果から，ECST の着用による筋ポンプ作用は，歩行中と立位安静時ともに同程度促進されるが，歩行中

の下腿筋群の筋活動および主観的運動強度を軽減させる効果は少ないことが示された．  
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